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1 目的
本研究では，Hogewegらが考案した“DODOM”と呼ば

れるインタラクション 1) に新たなルールを追加することに
より，ダイナミカルネットワークを発見的に探索し，個々が
集団を形成し集団が社会を形成している階層性を持った構
造を実現することを目的とする．

2 DODOMインタラクション
DODOMとは，一対一で勝負を行い勝敗を決定するイン

タラクションである．各個体に，DOMと呼ばれるパラメー
タを定義し，勝負を行う際，DOM 値が大きい方が勝ちや
すい．
手順は「相手の評価」,「勝敗の決定」,「DOM値の更新」

で行う．
2.1 相手の評価
各個体は，勝負を行う前に勝利できるかどうか判断し，負

けると判断すれば勝負を行わない．判断では下式を用いて
行う．
個体 A(aDOM)と個体 B(bDOM)での DODOM :

if 　 RAND(0, 1) <
aDOM

aDOM + bDOM

　　


then　個体 1の勝利：k = 1
else 　個体 2の勝利：k = 0

(1)

2.2 勝敗の決定
両者とも勝利できると判断した場合，(1)式を再び用いる

ことで勝敗を決定する．
2.3 DOM値の更新
勝敗の決定後，結果に応じて両者の DOM値を以下の式

に従って更新する．kは (1)式で決められた値を用いる．
aDOM = aDOM +

„

k −
aDOM

aDOM + bDOM

«

・STPDOM (2)

bDOM = bDOM −
„

k −
aDOM

aDOM + bDOM

«

・STPDOM (3)

STPDOMは，Hogeweg1) と同様に 0.15とした．変動量
はお互いの DOM 値の比によって決定するため，変動量は
[0, 1]・0.15 の範囲に収まる．DODOM を行うことで各個
体の DOM値を変動させて，DOM値の分布を評価する．

3 三次元 DODOMシミュレーション
各個体に (DOM1, DOM2, DOM3) を定義する三次元

DODOM モデルのシミュレーションを図 1 の手順で行
った．
どの DOM で勝負するかをあらかじめ決め，相手と勝負

する DOM が一致した場合のみ DODOM を行う．勝負せ
ずに相手に負けると判断した場合，勝負する DOM を残り
二つからランダムに変更する．以下のルールを DODOM
に加えた．
3.1 トレードオフ
勝負したDOMを (2),(3)式で更新後，残り二つのDOM

をランダムに選び，(2),(3)式の第二項の符号を反転した以
下の式で更新を行う．

aDOM = aDOM −
„

k −
aDOM

aDOM + bDOM

«

・STPDOM (4)

bDOM = bDOM +

„

k −
aDOM

aDOM + bDOM

«

・STPDOM (5)

二つの個体を 
ランダムに選択


DOM’を用いて 
勝敗の決定


結果に応じて 
DOM値の更新


両者とも 
勝てると判断


両者の勝負する 
DOMが一致


負けると判断した場合 
勝負を仕掛けるDOMを 
ランダムに変更


Yes 

Yes 

No 

No 

勝負をしてないDOMを 
ランダムに選びトレードオフ


グループの個体数に 
応じてDOM’に補正


図 1: 三次元 DODOM手順

3.2 多数派有利
個体ごとに，(DOM1, DOM2, DOM3) の中で，どの

DOM が一番大きいかで三つにグループを分ける．自分
が属するグループの個体数が相手より多いとき，勝利の確
率を上げる．
3.3 勝率の低い勝負は回避
相手のDOM値が自分のDOM値の 3倍以上の値のとき，

勝負は行わない．
3.4 シミュレーション結果
以上のルールを用いて図 1 の手順で行ったシミュレー

ション結果を示す．(DOM1, DOM2, DOM3) をそれぞれ
軸にしてプロットした．

図 2: DODOMモデルのシミュレーション結果：個体の分布

DOM 平面上に分布するグループや全 DOM 値の小さい
グループ，そのグループ内にもDOM1 が一番強い，DOM2

が一番強いなど各三つのグループができており，階層性が
ある様々なグループができた．

4 結言
DODOM というインタラクションにおいて，「トレード

オフ」「多数派有利」「勝負の回避」というルールを加えるこ
とで，階層性を持ったグループを生成できた．
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